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【…商業の急速な情報化…】
　2018 年度経済産業省による「平成 29 年度我が国に
おけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引
に関する市場調査）」によれば、我が国の BtoC ビジ
ネスにおける EC（Electronic Commerce、電子商取
引） 化率は 5.79%（前年比 +7.5%）、BtoB の EC 化率
においては 29.6%（前年比 +9.0%）に上っている。注
目すべきは現状の EC 化率ではなくその普及の速さで
あり、EC が全商取引のなかで支配的なポジションを
確立するのはもはや時間の問題である。
　これら商業の急速な情報化に対応すべく、筆者ら本
学情報関連分野の教職員有志は「FinTech」「iCAN」「IT
道場」等のプロジェクトを組織し、新しい商学に必要
な情報技術の調査、開発、実験に取り組んでいる。
　「FinTech プロジェクト」とは、平成 30 年度から
31 年度にかけて実施している本学経済研究所の研究
プロジェクトの一つであり、正式には「安全で公平な
金融システムの実現に資する FinTech フレームワー
クの提案」という長い名前のプロジェクトである。イ
ンターネットは郵便、電話、新聞、TV など既存のイ
ンフラストラクチャを仮想世界に取り込むことで発達
してきた。しかし私達が日常生活を営む上で欠かすこ
とのできない「通貨」についての仮想化が始まったの
は、意外にも、つい最近のことである。現状では「安
全な支払い」が可能な通貨は開発されたものの、それ
を取りまく「商習慣」の仮想化が追いついていないの
が現状である。
　特に「詐欺」「窃盗」などへの技術的な対策は施さ
れておらず、仮想通貨を管理するための鍵が奪われて
しまった場合は「安全」に詐欺師や窃盗団に送金が可
能であり、そのコインを取り返すことは不可能である
ことが暗号学的に「保証」されてしまっている。本プ
ロジェクトでは、これらの不具合を技術的に解決する
ためのプロトコルの開発に取り組んでいる。
　つぎに iCAN（Ichikawa Community Area Network）
について説明しよう。iCAN とは千葉商大学 LAN 上
で地域のコミュニケーションをサポートするための実
験ネットワークである。インターネットの利点は「い
つでも、どこでも、だれでも」利用できることがあげ
られる。言い換えると、インターネットとは「距離を
忘れること」「匿名性」を前提とした通信技術である。
近年の SNS（Social Network Service）は、一旦捨象
した個人間の関係性をインターネット上に再構成する
ことで急速に普及した。ここで提案する iCAN は千葉
商科大学ネットワーク上に「地域性」を再構築するこ
とをその目的としている。
【…IT 道場～鍛錬と他流試合の場～…】
　急速に進む商業の IT 化に対応するためには、学生
一人ひとりが IT についてきちんと理解し、正しい知
識をもつことが重要であるとすることは自明であろ
う。
　千葉商科大学においても豊富な情報関連のカリキュ
ラムを展開しているが、その授業内容は「90 分授業
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15 回で完結するもの」を暗黙の裡に仮定し、「明確な
理解や確実な技術の修得」などを到達目標としてい
る。このため、「資格取得のための用語の詰め込み」や、
逆に「技術者のための IT 業界の最新動向」のような「専
門知識に基づいた一般論」などはカリキュラムから除
外される傾向にある。
　情報技術の修得に関して「知識が重要か理解が重要
か」という問いには、理解こそが最優先されるものと
信じている。しかし、特に初学者については、基本的
な言葉が予め導入されていると、対応する概念の説明
が格段に容易になることが経験上わかっている。順番
の問題として捉えるならば「言葉（知識）を先に」を
支持してみたくなる。
・90 周年記念・高大連携事業
　IT 道場は本学 90 周年記念事業の一つである。狙い
は、本学園全体の情報技術力向上を達成するための「鍛
錬」と「他流試合」の場である。
　加えて、情報技術は言語修得のように長期に渡って
習慣化することも重要であるという判断から本学「高
大連携事業」の一環としても位置づけられている。
・実施状況
　IT 道場は昨年 2017 年度 5 月から運営を開始し、千
葉商科大学全学部、付属高校からの参加を受け入れて
おり、2018 年 7 月現在、300 名近い登録者がある。参
加費は無料、使用する教科書も 90 周年記念事業とい
うことで無料で支給されており、その講義は商経学部、
政策情報学部、国際教養学部、そして付属高校の教員
が担当している。
　講義内容は IPA 主催の国家資格「IT パスポート」
を目標とするコースと「基本情報技術者試験」を目標
とするコースの 2 コースからなり、IT パスポートコー
スには大学生約 30 名・高校生約 20 名の合計 5 〜 60
名が、基本情報技術者試験コースには大学生 10 名程
度が常時参加している。
・効果と課題
　IT 道場は、参加はもちろん欠席も自由であるため
出席しなくなった学生のうち何名が IT パスポート等
の資格に合格したかは把握できていない。本学教務課
主催の IT パスポート資格試験対策講座の例年の実績、
同様の試みを行っている他大の例を参考にすると、多
数の学生が資格取得を諦めてしまっているものと考え
ある日の IT 道場の風景：商経、政策情報、国際教養学部、そして付属高校生が参加
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るのが妥当であろう。
　例年、IT パスポート試験の一般の合格率は 50％
程度であり、本年度の筆者のゼミでは 3・4 年生のほ
ぼ 8 割の学生が試験に合格している。IT パスポート
試験対策の勉強は「難しくもないが面白くもない」。
継続するためのモチベーションの維持が最も重要で
ある。
・学生師範代
　政策情報学部 4 年杉本信平君（写真）は 2 年生から
筆者のゼミナールを履修している。高校時代に IT パ
スポート試験合格、大学 2 年生の時に基本情報技術者
試験に合格したものの、3 年生の時に挑んだ応用情報
技術者試験では惜しくも不合格であった。応用情報技
術者試験の内容はかなり高度な知識が必要とされ、コ
ツコツと継続して勉強しなくてはならない。杉本君は
勉強を継続するために「みんなが勉強している雰囲気
の場にいたい」と IT 道場や他学年のゼミにもぐりこ
み、教室の後ろの方の席で勉強を続けていた。
　ある日「だったら、師範代をやってみませんか？」
と勧めてみた。師範代として後輩に教えることはそれ
までの知識を確実にするのに有効であるし、なにより
後輩の具体的な目標となってほしいと考えたからであ
る。その後、彼は、師範代として活躍し、地道に努力
を続け、2018 年度春の応用情報技術者試験において
見事合格を果たした。
【…これから…】
　前述の通り、IT 道場は本学 90 周年記念事業の一
つであり、2019 年度をもって終了が予定されている。
その後も道場を継続するかどうかを判断するためには
本試みの有効性に関する検証が必要である。知らない
言葉を覚えても、特に PC の操作がうまくなるわけで
はなく、資格試験合格という具体的な成果が出るまで
は達成感を得にくいため、途中で学習をやめてしまう
学生が多数である。2020 年度以降の IT 道場存続のた
めには、資格試験合格までの間に学習を継続するため
のモチベーションの維持に役立つ具体的な方策を「開
発」することが必要条件なのである。
IT 道場学生師範代、会心のガッツポーズ！：
応用情報技術者試験合格証を胸に
